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日
１
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
午
後
１
時

２１

１１

町
田
産
新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
外
　
市
役
所
ま
ち
☆
ベ
ジ
市

問
農
業
振
興
課
　
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

 ４
月
か
ら
の
利
用
者
を
募
集

農
業
体
験
農
園

　
プ
ロ
の
農
家
の
指
導
で
、
野
菜

作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
農
園
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間
４
月
～
２
０
１
４
年
３
月

場
・
定
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
・
楽
園
（
小

山
町
１
１
６
７
―
１
）
＝
５
区

画
、
森
野
フ
ァ
ー
ム
・
渋
谷
（
森

野
４
―
 ２
３
３
）
＝
　
区
画
、
千

１０

都
の
杜
・
ク
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム

（
能
ヶ
谷
６
―
３
０
０
０
―
　
）
１８

＝
７
区
画
、
本
町
田
河
原
農
園

（
本
町
田
２
１
３
４
）
＝
　
区
画
、

５０

な
な
く
に
農
園
（
野
津
田
町
２
１

６
０
）
＝
　
区
画
、
つ
く
し
野
フ

２０

ァ
ー
ム
（
つ
く
し
野
３
―
　
）
＝

２０

　
区
画
（
各
農
園
と
も
抽
選
）

２５費
４
万
２
０
０
０
円
（
農
具
・
種

・
苗
等
は
農
園
主
が
用
意
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
希
望
農
園
名
、

返
信
用
に
も
宛
先
を
明
記
し
、
２

月
１
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
Ｊ

Ａ
町
田
市
経
済
セ
ン
タ
ー（
〒
　１９４

―
０
０
３
５
、
忠
生
３
―
７
―

２
）
へ
。

問
Ｊ
Ａ
町
田
市
経
済
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
課
辺辺
７
９
２
・
６
１
１
１

返
７
９
２
・
６
１
１
６
、
町
田
市

農
業
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
６

６
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
９

１
３

町
田
さ
く
ら
ま
つ
り

ス
ト
リ
ー
ト
パ
 

フ
ォ
ー
マ
ー
募
集

　
今
年
は
４
月
６
日
、
７
日
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
音
楽
等
）

を
披
露
で
き
る
グ
ル
ー
プ
・
個
人

（
プ
ロ
・
ア
マ
不
問
）

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
演
時
間
４
月
６
日
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
、
４
月
７
日
午
前
　
時
１０

～
午
後
３
時
　
分
（
出
演
日
時
は

３０

調
整
の
う
え
決
定
）

定
　
団
体
（
予
定
）

１８
※
大
き
な
音
は
出
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
電
源
の
用
意
は
な
い
た
め
、

必
要
な
道
具
は
各
自
で
用
意
し
て

下
さ
い
。

※
駐
車
場
は
各
団
体
１
台
用
意
し

ま
す
（
大
き
な
楽
器
等
の
搬
入
を

要
す
る
団
体
の
み
２
台
も
可
）。

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
団
体
名
（
個
人

名
）・
代
表
者
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
概
要
、
返
信
用
に
も

宛
先
を
明
記
し
、
１
月
　
日
ま
で

１９

（
消
印
有
効
）
に
町
田
さ
く
ら
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
　１９４

―
８
５
２
０
、
森
野
２
―
２
―

　
、
産
業
観
光
課
内
）
へ
。

２２※
後
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
提
出

書
類
の
配
布
、
説
明
を
行
い
ま
す

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
も

実
施
）。
申
込
者
は
必
ず
出
席
し

て
下
さ
い
。
無
断
欠
席
は
キ
ャ
ン

セ
ル
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

募
集
し
ま
す

家
庭
的
保
育
者

　
保
護
者
が
就
業
し
て
い
る
な
ど

の
理
由
で
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

保
護
者
に
代
わ
っ
て
、
生
後
８
週

間
以
上
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
３
人

（
補
助
者
が
い
る
場
合
は
５
人
）

を
居
宅
等
で
預
か
っ
て
保
育
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
保
育
時
間
は
午
前
７
時
～
午
後

６
時
の
う
ち
の
８
時
間
（
原
則
）

で
す
。

開
始
日
４
月
１
日

主
な
要
件
①
市
内
在
住
の
心
身
健

全
な
　
歳
～
　
歳
（
　
歳
に
達
し

２５

６１

６２

た
年
度
の
３
月
　
日
ま
で
を
含

３１

む
）
②
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健

師
、
助
産
師
、
教
員
（
幼
稚
園
）

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
保

育
経
験
が
あ
る
③
現
在
６
歳
未
満

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
な
い

※
そ
の
他
、
設
備
等
に
関
す
る
要

件
が
あ
り
ま
す
。

募
集
地
域
小
山
ヶ
丘
、
小
山
町
、

相
原
町
、
三
輪
緑
山
、
三
輪
町
を

除
く
市
内
全
域

募
集
人
員
２
人

※
説
明
会
を
１
月
　
日
午
後
２
時

２１

か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室
２

―
２
で
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
１

月
　
日
午
前
　
時
ま
で
に
電
話
で

２１

１１

子
育
て
支
援
課
へ
。

問
子
育
て
支
援
課
辺辺
７
２
４
・
４

４
６
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
（
入
門
）

対
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
障

が
い
者
同
士
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
に
関
心
の
あ
る
方
（
障
が
い

の
有
無
は
不
問
）

日
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
　

１３

３０

分
～
４
時
　
分
４５

場
町
田
市
民
文
学
館

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
申
２
月
６
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
辺辺
７
２
４
・
８
６

１
６
返
７
２
４
・
７
９
９
３
）
へ
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座

【
①
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
生

活
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
】
　
理
解
し
づ
ら
く
誤
解
さ
れ
や
す

い
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
ど
う
支

援
す
る
か
考
え
ま
す
。

日
２
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
　３０

分
～
３
時
　
分
３０

講
弁
護
士
・
関
哉
直
人
氏
、
町
田

サ
フ
ァ
イ
ア
・
ク
ラ
ブ
　
田
中
洋

子
氏

【
②
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
生

活
支
援
に
つ
い
て
】

日
２
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
　３０

分
～
３
時
　
分
３０

講
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と
施
設

長
・
和
田
敏
子
氏◇

場
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

※
当
日
は
閉
庁
日
の
た
め
、
１
階

南
出
入
口
か
ら
お
入
り
下
さ
い
。

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０

申
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
示
し
、
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
は
１
月
　
日
ま

２８

で
、
②
は
２
月
４
日
ま
で
に
、
ひ

か
り
療
育
園
（
辺辺
７
９
４
・
０
７

３
０
返
７
９
４
・
０
７
７
２
）
へ
。

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

準
備
事
務
の
お
知
ら
せ

　
総
務
省
は
、　
月
に
「
住
宅
・

１０

土
地
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
準
備
事
務
と
し
て

「
単
位
区
設
定
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
調
査
区
域
の
確
認
や
区

域
内
に
あ
る
住
戸
数
の
把
握
を
行

う
も
の
で
す
。

　
１
月
中
旬
～
２
月
初
旬
に
、
指

導
員
が
巡
回
し
ま
す
。
個
別
訪
問

は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
員
は
写
真

付
き
の
「
統
計
指
導
員
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
政
情
報
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
６
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３

１
４
２

提
出
さ
れ
ま
し
た

監
査
の
結
果
報
告
書

　
次
の
監
査
の
結
果
報
告
書
が
　１２

月
　
日
に
監
査
委
員
か
ら
市
長
へ

２５
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
２
０
１
２
年
度
第
２
回
定
期
監

査
「
町
田
市
立
陸
上
競
技
場
整
備

工
事
等
の
契
約
・
設
計
・
施
工
等

の
事
務
」

○
２
０
１
２
年
度
第
３
回
定
期
監

査
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
設
置
、
管
理
状
況
等
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
事
業
」

○
２
０
１
２
年
度
財
政
援
助
団
体

等
監
査
「
市
か
ら
財
政
的
支
援
を

受
け
た
９
団
体
及
び
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
４
者
の
出
納
そ
の
他

の
事
務
」

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
市
立
図
書
館
で
報
告
書
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
監
査
事
務
局
辺辺
７
２
４
・
２
５

４
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

６
６
２

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

場
町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ

プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

費
茶
会
の
み
有
料

【
ホ
ー
ル
公
演
】

内
　
日
午
前
　
時
か
ら
＝
新
春
舞

１１

１１

踊
の
集
い
、　
日
午
前
　
時
　
分

１２

１０

３０

か
ら
＝
新
春
吟
詠
大
会
、　
日
午

１３

前
　
時
　
分
か
ら
＝
新
春
唄
と
踊

１１

３０

り
の
集
い

【
展
示
】

時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
初

日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

内
華
道
展
示
、
初
春
書
道
展
、
新

春
美
術
展
、
新
春
創
作
陶
芸
展
、

新
春
人
形
展

【
そ
の
他
の
催
し
】

内
　
日
午
前
　
時
～
午
後
３
時
＝

１２

１０

新
春
茶
会
、　
日
午
前
９
時
～
午

１３

後
５
時
＝
新
春
囲
碁
大
会

新
春 

文
化
の
祭
典 

in 

鶴
川

新
春 

文
化
の
祭
典 

in 

鶴
川

新
春 

文
化
の
祭
典 

in 

鶴
川

町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ

町
田
市
文
化
施
設
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ

町
田
市
文
化
協
会

１
月
　
日（
金
）～
　
日（
日
）

１１

１３

　
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
募
集
要
項

・
申
込
書
を
配
布
中
で
す
。

日
４
月
　
日
（
金
）
＝
シ
ニ
ア
の

１２

部
、　
日
（
土
）
～
　
日
（
日
）

１３

１４

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者
募
集

出
場
者
募
集

第13回 催しのご案内
町
田
市
民
ホ
ー
ル

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
時
は
開
館
、

町
田
市
民
ホ
ー
ル
の
み
そ
の
翌
日
休
館
）

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル　

７
２
８
・
４
３
０
０

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

町
田
市

文
化
施
設

問

＝
中
学
生
の
部
、　
日
（
土
）
＝

２０

小
学
生
の
部
、　
日
（
日
）
＝
高

２１

校
生
の
部

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

り
ま
し
た
。医
療
救
護
体
制
で
は
、

こ
れ
ま
で
市
内
７
か
所
の
避
難
施

設
を
医
療
救
護
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
発
災
直
後
に
医

療
関
係
者
が
集
ま
れ
る
か
等
、
い

く
つ
か
の
点
を
考
慮
し
て
、
市
内

　
か
所
の
病
院
を
災
害
拠
点
連
携

１１病
院
と
し
て
定
め
、
初
期
の
医
療

救
護
活
動
に
あ
た
る
こ
と
と
し
、

そ
の
後
７
か
所
の
救
護
連
絡
所
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
帰
宅
困
難
者
対

策
な
ど
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
見
直
す

形
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

被
害
を
ど
う
や
っ
て
少
な
く
す
る

か
、
減
災
目
標
も
掲
げ
て
い
ま

す
。
実
際
に
大
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
、
日

ご
ろ
の
備
え
は
ど
う
す
る
か
、
家

庭
や
団
体
、
企
業
な
ど
で
今
回
の

計
画
修
正
を
機
に
再
確
認
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ

が
続
く
と
い
う
予
報
で
す
。
風
邪

な
ど
引
か
ぬ
よ
う
ご
自
愛
下
さ

い
。
　
初
夢
の
縁
起
物
の
第
一
は
富
士

山
で
す
が
、
新
し
い
市
役
所
庁
舎

の
　
階
展
望
室
か
ら
は
、
残
念
な

１０
が
ら
富
士
山
は
望
め
ま
せ
ん
。
ち

ょ
う
ど
丹
沢
山
塊
の
後
ろ
に
隠
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
で
２
番
目
に
高
い
北
岳

（
３
１
９
３
ｍ
）
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
真
西
か
ら
７
～
８
度

北
に
振
れ
た
方
角
に
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
確
認
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
八
ヶ
岳
方
向
に
雪
の
山
が

見
え
ま
す
。
町
田
市
自
然
休
暇
村

の
あ
る
長
野
県
川
上
村
の
す
ぐ
南

に
位
置
す
る
、
金
峰
山
あ
た
り
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

市
民
病
院
９
階
の
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
は
早
朝
か
ら
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
朝
食
の
つ
い
で
に
秩
父
や

南
ア
ル
プ
ス
方
面
の
山
を
探
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
以
降
、
修
正
作
業
を
続
け
て
き

た
、「
町
田
市
地
域
防
災
計
画
」

が
ま
と
ま
り
、
先
月
の
「
町
田
市

防
災
会
議
」
で
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
本
紙
等
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
被
害
想
定
が
大
幅
に

大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
多
摩

直
下
型
地
震
で
の
想
定
で
、
死
亡

者
は
約
４
倍
の
２
２
０
人
以
上

に
、
建
物
の
倒
壊
も
約
５
倍
の
４

０
０
０
棟
弱
に
の
ぼ
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
避
難
や
医
療
救
護
に
つ
い
て
も

変
更
が
あ
り
、ま
ず
、避
難
所
と
い

う
名
称
は
「
避
難
施
設
」
に
、
避

難
場
所
は
「
避
難
広
場
」
に
変
わ

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
74

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
74

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
74

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
74

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
74
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嘘
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晴れた日は雪をかぶった北岳が望めます
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場
市
役
所
本
庁
舎
前
（
森
野
２
―
２
―
　
）
２２

町
田
産
新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
外
　
市
役
所
ま
ち
☆
ベ
ジ
市

問
農
業
振
興
課
　
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
９
１
３

 
講

演

会

【
思
春
期
の
課
題
（
ひ
き
こ
も
り
、

家
庭
内
暴
力
等
）
に
向
き
合
う
た

め
に
】

対
思
春
期
の
子
を
持
つ
保
護
者
、

そ
の
関
係
機
関
等
の
職
員

日
２
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時
～

５
時

場
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

内
①
思
春
期
の
心
や
発
達
過
程
に

お
け
る
問
題
と
思
春
期
に
多
い
病

気
②
家
族
と
し
て
の
関
わ
り
方
や

対
応

講
①
発
達
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
法
人

理
事
長
・
杉
村
共
英
氏
②
（
特
）

「
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
」
若
年
支
援

事
業
部
就
労
支
援
担
当
第
二
係
・

工
藤
彰
子
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０
申
２
月
１
日
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
保
健
対
策
課
（
辺辺
７
２
２
・

７
６
３
６
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お

問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
２
・
３
２

４
９
へ
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

登
録
説
明
会

　
市
で
は
、
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ン
ク
の
新
設
に
あ
た
り
、

「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

募
集
し
ま
す
。
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
登
録
希
望
の
方
は
ご

参
加
下
さ
い
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
桜
美
林
大
学
健
康
心
理
・
福
祉

研
究
所
研
究
員
の
宍
戸
佳
子
氏
に

よ
る
講
演
も
あ
り
ま
す
。

対
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
、

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
個
人

ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
　

①
各
種
の
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い

て
知
識
、
技
術
、
経
験
を
有
す
る

②
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
の
依

頼
に
基
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

講
義
、
実
技
指
導
等
が
で
き
る

日
１
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

２７

４
時

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
６
階
学
習

室
１
・
２

定
　
人
（
先
着
順
）

５０

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
８

・
０
０
７
１
返
７
２
８
・
０
０
７

３
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

　
多
摩
地
区
　
市
町
村
の
歴
史
・

２９

郷
土
書
籍
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

話
題
の
新
刊
も
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
金
）
～
　
日
（
日
）

１８

２０

午
前
　
時
～
午
後
７
時
（
　
日
は

１０

２０

午
後
５
時
ま
で
）

※
展
示
書
籍
解
説
会
を
１
月
　
日
１９

午
後
２
時
か
ら
行
い
ま
す
。

場
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
３
階
・
オ

リ
オ
ン
書
房
ノ
ル
テ
店
（
立
川
市

曙
町
）

問
生
涯
学
習
総
務
課
辺辺
７
２
４
・

２
７
５
６
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
９
８
６
６

今
年
度
が
書
き
換
え
時
期
で
す

農
地
基
本
台
帳

　
農
地
基
本
台
帳
は
、
相
続
税
納

税
猶
予
、
生
産
緑
地
、
各
種
証
明

書
発
行
等
の
資
料
と
し
て
農
業
委

員
会
に
備
え
て
お
く
も
の
で
す
。

２
０
１
２
年
度
は
、
台
帳
の
書
き

換
え
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
登
録

さ
れ
て
い
る
農
家
の
方
に
は
１
月

　
日
に
台
帳
を
発
送
し
ま
し
た
。

１０昨
年
度
か
ら
農
地
情
報
の
電
子
化

を
進
め
て
い
る
た
め
、
今
年
度
は

電
子
化
後
初
め
て
の
書
き
換
え
と

な
り
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
１
月
１
日
現
在
で

訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
修
正
・
加

筆
の
う
え
、
１
月
　
日
ま
で
に
提

３１

出
し
て
下
さ
い
。

対
市
内
に
農
地
を
所
有
、
ま
た
は

耕
作
し
て
い
る
方

※
市
内
で
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

方
で
、
新
た
に
登
載
を
希
望
す
る

方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
辺辺
７
２
４

・
２
１
６
９
返
０
５
０
・
３
１
０

１
・
９
９
１
３

  野
津
田
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ

炭
焼
き
体
験

　
町
田
市
の
谷
戸
で
は
、
昔
か
ら

コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
等
の
木
で
炭
を

作
り
、
暖
房
や
台
所
の
燃
料
な
ど

に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
の
製
法
で
の
炭
作
り
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

体
験
し
た
り
、
し
い
た
け
の
ほ
だ

木
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
お
昼
ご

飯
に
は
ス
タ
ッ
フ
特
製
の
豚
汁
で

温
ま
り
ま
す
。

日
１
月
　
日
（
土
）、
２
月
３
日

１９

（
日
）、　
日
（
土
）、
い
ず
れ
も

１６

午
前
　
時
～
午
後
１
時
（
全
回
参

１０

加
も
可
）

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０

場
野
津
田
公
園

費
１
回
に
つ
き
中
学
生
以
上
５
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
、
未
就

学
児
無
料
（
し
い
た
け
の
ほ
だ
木

は
１
本
５
０
０
円
で
販
売
）

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
野
津
田
公

園
（
辺辺
７
３
６
・
３
１
３
１
、
受

付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合

わ
せ
は
返
７
３
５
・
４
５
１
２

へ
。男

性
料
理
教
室

　
料
理
を
通
じ
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
調
理

６５

経
験
が
少
な
い
男
性
で
、
全
回
参

加
で
き
る
方

日
２
月
７
日
（
木
）、　
日
（
木
）、

１４

　
日
（
火
）、
い
ず
れ
も
午
前
　

１９

１０

時
～
午
後
１
時
、
全
３
回

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

費
１
回
６
０
０
円

定
　
人
（
抽
選
、
結
果
は
１
月
　

２０

３１

日
ご
ろ
発
送
）

申
１
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
イ
ベ

１７

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

問
当
日
の
詳
細
＝
町
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴
川
事
務
所
辺辺

７
３
５
・
０
１
５
４
（
受
付
時
間

＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）、
男

性
料
理
教
室
全
般
＝
町
田
市
高
齢

者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
４
６

返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
６
１
８

０消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
～
く
ら
し
に

役
立
つ料

理

教

室

【
地
産
地
消
で
自
給
率
Ｕ
Ｐ
外
～

手
作
り
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
巻
く
米

粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
２
月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
～

３
時
　
分
３０

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

内
食
料
自
給
率
と
米
粉
に
つ
い
て

学
ぶ
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り

講
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
福

岡
ひ
と
み
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２４
費
３
０
０
円
（
材
料
費
）

申
住
所
（
町
名
の
み
）・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
示
し
、
１
月
　
日
１１

正
午
～
　
日
に
電
話
で
イ
ベ
ン
ト

３１

ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
。
保
育
希
望
者
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
、
人
数
に
限
り
有

り
）
は
、
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５

・
８
８
０
５
返
７
２
２
・
４
２
６

３
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昭
和
初
期
を
代
表
す
る
漫
画

「
の
ら
く
ろ
」。
そ
の
作
者
・
田
河

水
泡
（
本
名
・
高
見
澤
仲
太
郎
）

は
、
晩
年
の
　
年
間
を
玉
川
学
園

２０

で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、「
の
ら
く
ろ
」
に

込
め
ら
れ
た
思
い
と
そ
の
魅
力

を
、
原
画
約
１
０
０
点
や
数
々
の

資
料
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
時
間
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

（
毎
週
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

開
館
）

休
館
日
月
曜
日
（
２
月
　
日
は
開

１１

館
）、
２
月
　
日
、
３
月
　
日

１４

１４

観
覧
料
４
０
０
円
（
　
歳
以
上
の

６５

方
・
大
学
生
は
２
０
０
円
、
高
校

生
以
下
は
無
料
）

※
１
月
　
日
、
２
月
　
日
、
３
月

１９

１０

　
日
は
観
覧
無
料
で
す
。

２４

　町田市民文学館
　　739・3420
　　739・3421

〝
の
ら
く
ろ
〞一
代
記
展

〝
の
ら
く
ろ
〞一
代
記
展

〝
の
ら
く
ろ
〞一
代
記
展

滑
稽
と
ペ
ー
ソ
ス

滑
稽
と
ペ
ー
ソ
ス

滑
稽
と
ペ
ー
ソ
ス

町
田
市
民
文
学
館
企
画
展

町
田
市
民
文
学
館
企
画
展

１
月
19
日
（
土
）
〜
３
月
24
日
（
日
）
問

田
河
水
泡

Ⓒ
田
河
水
泡
／
講
談
社

辺辺
返

 【
講
演
会
～
「
の
ら
く
ろ
」
は
な

ぜ
今
も
面
白
い
の
か
？
】

対
展
覧
会
観
覧
者

※
観
覧
券
、
ま
た
は
半
券
を
提
示

し
て
下
さ
い
。

日
２
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１６

３
時
　
分
３０

場
同
館

講
漫
画
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
夏
目
房

之
介
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

８０
申
１
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１１

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

【
講
演
会
～
田
河
水
泡
と
小
林
秀

雄
】

対
展
覧
会
観
覧
者

関
連
催
事

関
連
催
事

関
連
催
事

※
観
覧
券
、
ま
た
は
半
券
を
提
示

し
て
下
さ
い
。

日
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１７

３
時
　
分
３０

場
同
館

講
玉
川
大
学
教
授
・
渡
邉
正
彦
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

８０
申
１
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１１

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

【
田
河
水
泡
の
新
作
落
語
会
】

　
三
笑
亭
夢
吉
、
雷
門
花
助
に
よ

る
落
語
会
で
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
展
覧
会
観
覧
者

※
観
覧
券
、
ま
た
は
半
券
を
提
示

し
て
下
さ
い
。

日
２
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１７

３
時

場
同
館
２
階
大
会
議
室

定
　
人
（
先
着
順
）

８０
【
創
作
講
座
「
４
コ
マ
漫
画
を
つ

く
ろ
う
外
」】

対
小
学
生
以
上
の
方

日
２
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時

場
同
館

講
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
中
垣
ゆ

た
か
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
申
１
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
直
接

１１

ま
た
は
電
話
で
同
館
へ
。

【
の
ら
く
ろ
探
検
隊
外
】

　
田
河
水
泡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場

所
を
巡
り
ま
す
（
約
３
㎞
）。
施

設
観
覧
料
等
の
実
費
は
、
各
自
負

担
で
す
。

日
①
３
月
２
日
（
土
）
午
後
０
時

　
分
～
４
時
、
集
合
は
町
田
市
立

３０博
物
館
②
３
月
６
日
（
水
）
午
後

１
時
～
４
時
、
集
合
は
田
河
水
泡

・
の
ら
く
ろ
館
（
江
東
区
）

内
①
玉
川
学
園
を
歩
く
②
深
川
を

歩
く

定
各
　
人
（
抽
選
）

２０

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
コ
ー

ス
番
号
を
明
記
し
、
２
月
　
日
ま

１５

で
（
必
着
）
に
同
館
（
〒
　
―
０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４
―
　
―
　
）

１６

１７

へ
。

【
の
ら
く
ろ
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

会
】
　
観
覧
券
、
ま
た
は
半
券
を
お
持

ち
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

日
１
月
　
日
、
２
月
　
日
、
３
月

２６

２３

　
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
展
示

２３室
閉
室
後
か
ら
　
分
程
度
（
い
ず

４０

れ
も
同
一
内
容
）

場
同
館
２
階
展
示
室

定
各
　
人
（
先
着
順
）

１５

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
】

　
観
覧
券
を
購
入
の
う
え
、
直
接

同
館
展
示
室
入
口
へ
お
い
で
下
さ

い
。

日
１
月
　
日
（
土
）、
２
月
５
日

２６

（
火
）、　
日
（
日
）、
３
月
５
日

２４

（
火
）、　
日
（
火
）、
い
ず
れ
も

１９

午
後
２
時
～
３
時

「さがまちコンソーシアム大学「さがまちコンソーシアム大学」」　受講生募集受講生募集
　学習講座を開講します。詳細は町田市・相模原市内の各市民センター、
生涯学習センター等で配布する講座案内パンフレットをご覧下さい。

会場／定員／費用対象／日時講座名

生涯学習センター／
各３５人（抽選）／各
５００円

大学生以上の方／２月１７日
（日）午前１０時３０分～正午

取り戻そう、健康と
免疫力

大学生以上の方／２月２３日
（土）午前１０時３０分～正午

「認知症」を正しく理
解して、自分や周り
の人に役立てよう

生涯学習センター／
３０人（抽選）／５００円

大学生以上の方／２月２３日
（土）午後１時～３時

「環境に配慮した生
活」を考える

東京家政学院大学／
２５人（抽選）／１０００円

高校生以上の方／３月２日
（土）午前１０時４０分～午後
１時１０分

環境にやさしく、無
駄なくおいしい料理
作り

申講座案内パンフレット裏面の受講申込書に記入し、１月３１日まで（必
着）に郵送、FAXまたはEメールでさがまちコンソーシアム事務局（〒
２５２−０３０７、相模原市南区文京２−１−１、相模女子大学内、返７０３・
８５３６遍info@sagamachi.jp）へ。
問同事務局辺辺７４７・９０３８、町田市生涯学習センター辺辺７２８･００７１


